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「私は50年後の読者に先見の明を称えられるような実験小説を書きたくはな

い。そういう試みにはまったく関心がない。嘆かわしい伝統の先頭に立つより

は,亡びゆく,しかし尊敬すべき伝統の最後のひとりでありたい。」Margaret

Drabbleが1967年にBBC放送のインタビューに答えて述べたこの発言は,

Drabbleの小説のあり方をきわめて簡明に,また直哉なかたちで示唆するもの

として注目に値する。

Drabbleが処女作,ASummeyBird-Cageにより楓爽と文壇に登場したの

は1963年,BBCの`NovelistsoftheSixties'に出演したのは28歳の時であ

り,これはまさしく自負にあふれた歯切れのよいマニフェストでもある。1967

年といえば,彼女の第四作,♪γ〃∫αJβ明細βG崩協甥の出版された年。これは

前作の771eMillslone(1965)がLlewellynRhysMemorialPrizeを獲得し

たのにつづき,ひろく批評家の賞讃を浴びて,Drabbleは新進作家としての地

位を不動のものとするのである。彼女の長編小説を年代順に列記すれば,4

5祝鍋肌βγβ石γd-Cαgβ(1963),mβGαγγicゐyβαγ(1964),mβ〃iJJSわ即(1965),

♪γ祝∫αJg研純βGoJdβ弗(1967),T毎lγαね巾JJ(1969),me<わβdJβ'∫£γβ(1972),

771eRealm可Gold(1975)であり,加えて1974年にはArnoldBennettの伝
3)4)

記,1976年の2月にはThomasHardy論を編纂するなどその着実な著作活動
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はめざましいものがある。

すでに今では中堅作家の地位を固めたDrabbleは,現在,アイルランド生

まれの女流作家,EdnaO'Brienとともに英国で最も人気ある小説家といわれ

ているが,1976年の早春,Drabbleを/くネリストのひとりとするITVのテレ

ビ番組,`Bookcase'に0'Briellが新作のAScalldalousWomanを携えて

登場したことがあった。痩身でスタイリスト,そして多分に攻撃的な0'Brien

と,骨太でどことなくいささか野暮ったい感じを与えるDrabbleの対比は,

アイルランドとDrabbleの出身地である北部イングランドを象徴するようで

興味ぶかく思われた。しかしそれにもまして,0'Brienが自作との関連で,

「男性は女性にとってただ肉体的快楽を与える役割を果すにすぎない」と挑発

的な発言を行ったのに対し,いつもは多弁なDrabbleがことば少なく,しか

しながら,断固とした口調で否定の意を表わしたのがとくに印象的であった。

安易な印象主義は避けねばならないけれども,私にはDrabbleがイングラ

ンド北部の土壌の嫡子,イングランドの確固たる伝統を担う保守的な作家のよ

うに思われてならなかった。このイメージは,実は,当時たまたま手にした

MillstoIWの主人公のイメージ-胸にAの緋文字,AdulteryのAにあらず
5)

AbstinenceのAをつけた「根はヴィクトリア朝的な人間」であるRosamund

Stacey-と重なり合って結ばれたものであるのかもしれないが……。

Drabbleの訳者でもある小野寺健氏はDrabbleの主人公について,「こう

いう女たちの生きかたが,一切の倫理的な価値体系の失われた社会での,新し
………………6)

い価値観の模索であることは明らかである」(傍点筆者)と述べておられる。確

かにDrabbleのヒロインは「新しい価値観」を「模索」する。自分が生をう

けた家族,社会での旧弊を排して新しい開放された価値観を求めようとする。

しかし,それは自らの肉親,故郷を後にして`0Ⅹbridge'に進み,ロンドンの

知的社会に身を置くことを意味するにすぎず,そこは「一切の倫理的な価値体

系の失われた社会」では決してない。主人公がロンドンの社交界で中産階級の
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スノバリーをあばいても,自己脱却したかに見える主人公自体,実際は「反ス
7)

ノップめいたスノッブ」に外ならず,かたちこそ異なるとはいえ,彼女の作品

では一度否定したかに見える古き価値観への回帰ないしは債斜が,一再ならず

認められるのである。

♪γルSαJ柵はDra・bbleの作品中で最も優れたものと考えられるが,主人公の

Claraがイングランド北部の町,Northamに残した母親を見舞う場面は象徴

的でさえある。病院を訪れる前日,たまたまClaraは母の若き頃の写真と固く

黒い練習帳を手にする。そして,自己満足とその醜悪な優越感に嫌悪さえ覚え

た母親にも,かつては希望と親しみにあふれた微笑を浮かべて,

01etusseekabrighterworld

Wheredarknessplaysnopart

という詩行を綴った時代があったこと。母の希望がこの色あせた語句の中に,

また弱々しくこわばった微笑の中に存在していたことを悟り,「光輝に満ちた

世界」(Labrighterworld')である「黄金のイェルサレム」を希求する心を母親

も秘かに抱いていた時代に思いをはせ,母の生き方の中に現在の自分の姿の投

影を垣間見る場面は,この作品の中で重要な意味をもつ箇所であるように思わ

れる。

中流家庭および地方社会からの脱出は,50年代以降のいわゆる`theMove一

ment'の基調であり,その意味ではDrabbleもそうした思潮の系譜をひく,

ないしは少くとも共通性を有する作家と見ることもできよう。しかしながら,

主人公の心情は「ヴィクトリア朝的」とはいえないまでも意外に保守的であ

り,現代のロンドンの風俗の中にあっても,措かれているのは依然として伝統

的な古い女性像である,という印象を読者は受けるのではないだろうか。

そして,こうした世界を具象化するDrabbleの言語は,実験的な文体とは

無縁の伝統的な平衡感覚に富む美しい散文といってよい。Drabbleの文体につ
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いての評価はまだ試みられていないようであるが,「タイムズ文芸付録」は』

S祝用例βγβ盲γd-C噌βについて,「若々しい作者の第一作を読むのは喜ばしい。

作者はみごとな感覚とみごとな判断,みごとなユーモアを示している。力強く

また気取ることなく書かれたこの作品を読むのは楽しい」(1963年4月12日号)

と述べ,Jerusalemに関しては,「Drabbleの優れた作品を評価するためには,

最高の規準をもってする外ない。・=・‥その文章はほとんどどれをとっても明晰

で優雅である。どの箇所にも知性がきらめいている」(1967年4月13日号)と評

していることを紹介しておこう。

本稿ではDrabbleの小説に見られる文体の特徴を特定の表現形式に限り,

とくに♪γ祝SαJβ桝までの作品を中心として考察することを目的とし,意識への

沈潜を見せる最近の作品の文体,彼女の小説の文体と評論の文体との関連につ

いては稿を改めて検討したい。

2

Drabbleには前掲7篇の長編小説に加えていつくつかの短篇小説があるが,

そのひとつにKevinCrossley-Hollandの編纂によるmnter'S7bles14(1968)
8)

に収められた`TheReunion'と題する小品がある。わずか20頁足らずの短篇

であるとはいえ,その冒頭の箇所はすでに作者の文体特徴を明示しているよう

に感じられる。

1)Theremusthavebeenamomentatwhichshedecidedtogodown

thestreetandroundthecornerandintothecaf6,amOmentdividing

innocencefromguilt,amOmentOfweakness,Offalling:forat丘rstshe

WaSWalkingalongquiteidly,quiteinnocently,Withnorecollectionor

associationinherhea・dbutthedimmestfaintestpalestshadowoflong

PaStknowledge,andyetsomehow,Withintenyards,tWentyyards

Perhaps,Ofthatinnocence,thedistanceoftwofrontagesofthoseancient
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CTuTnblingsmalltallbuildings,nOWSOuniformlyshoddywarehouses,She

hadmadeuphermindthatshewouldgoandhaveherlunchtherein

thatplacewheretheyhadalwayshadtheirlunchtogether,thatplace

Whichshehadnotseensincetheirparting.

Drabbleの文体は♪γ祝∫αJβ刑あたりから微妙な変化を見せて,文章が長文化す

る悌向をもつようになる。この書き出しの一文も明らかにかなり長い。その傾

向は女流詩人,JaneGrayの意識のひだをたどろうとするWateわIlではさ

らに助長されることになる。が,それはさておき,その他にどのような言語上

の特徴が認められるであろうか。

`Innocence'と`guilt'という彼女の小説のキー・ワードがすで古こ用いられ

ており,全体として平衡のとれた文章であることは容易に想像されるであろう。

しかし,何よりも注目すべき重要な技巧は反復(repetition)の用法である。た

とえば1,2,3行におよぶ`α肌0タ瑠β解′',4行の`祝如',6行目の`γαγゐ',

および10行の`lhatPlace'は語句の反復であり,5行目には`dimmestfaintest

pales′'という接尾辞-(β)∫′ないしは/St/の反復が見られる。さらに音のレ

ヴェルでは`innocence'と`distanCe'の/S/,`crumblingsmalltallbuilding',

および`longandlovelyyear'における/1/の反復が挙げられよう。

`Innocence'と`distance'の/S/については,やや唐突という印象を与え

るかと思われるが,Drabbleにあっては,

2)`…Andthenyousayyoudon'tbelieveinprovidence・'

`Ididn'tsaythat,'Isaid・`Ibelieveinクrovidence・AndincoinGidence・

Gy,88

3)itisinteresting,tOknowwhatpeoplethinkwhounexpectedly

SurVivedeath,Whetheritseemstothemtobecoincidenceorタrovidence・

Gy,96
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の`providence'と`coincidence'におけるごとく意識的に用いられた/S/の

繰り返しと考えてよい。

さて,語句の反復はそれ自体の反復という現象にとどまらず,その語句の支

配する構造単位におよぶことは表現論の観点からとくに重要な意味をもつ。た

とえていうならば,`quiieidly'につづく`quiteinnocently'の使用は,`qltile'

の概念の強調というよりも,`quite'のおよぷ`idly'と`innocently'の二語

をこの文脈において並列化する点がむしろ重要であり,この二つの語はその結

果,いわば同一の意味の場(semantic丘eld)を占めることになる。同様に`a

moment'について見れば,(amomenl)`atwhichshedecidedtogodown

thestreet.androundthecornerandintothecaf6',(amoment)'dividing

innocencefromguilt',および(amomenl)`ofweakness,Offalling'が意味

の上で同じ系列(paradigm)に属すると考えられよう。そしてまた,文章の平衡

という感覚も広義の反復という範疇で間接的にとらえることが可能となる。

DavidLodgeはLamguageQfFictionの中で,「反復の認識は小説のよう
10)

に長い文学作品においては,言語の働きを説明する手段の第一歩となる」と主

張しているが,Drabbleの場合には「第一歩」にとどまることなく,その他の

言語特性をも包括する統合原理としてとりわけ大切な機能を担うように思われ

る。実際,上の引用からもその一端がうかがえるように,Drabbleの小説にお

いては,反復は十二分に意識されて巧みに用いられている。ノβγ祉∫αJβ刑の主人

公,Claraが少女期を回想し,J・M・Nealeによる讃美歌の一節,

4)JerusalemtheGolden

Withmilkandhoneyblest

Beneaththycontemplation

Sinkheartandvoiceoppressed

Iknownot,Oh,Iknownot

Whatsocialjoysarethere
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Whatradiancyofglory

Whatlightbeyondcompare.

の5行目に関して,「Ihnownoi,Oh,Zknownotという断続文(`brokenline')

は英語が達しうる最高の情熱を表現しているように思われた。間投詞と反復と
11)

古風な倒置法,これは彼女にとってはまさに憧れの熱い吐息であった」(傍点

筆者)と感慨をこめて述懐する箇所は,Drabbleの文章を考える上にきわめて

示唆的である。

ちなみに,文中における間投詞`0ゐ'を5〟弼刑βγβわ′d-C(哲βおよび誰JJs≠0即

について見れば,その単独用法はおのおの1例に限られ,いずれも真情を吐露

する「情熱」を内に秘めて,「熱い吐息」を感じさせるに十分である。

5)Ishouldliketobearleavesandflowersandfruit,Ishouldlike

thewholeworld,Ishouldlike,Ishouldlike,OhIshouldindeed.

5月C,70

6)Irememberthathestrokedmyhair,justbefore,andsaidinhis

OhsowonderfullypoliteandChivalrousway,...MS,30

12)

5)は`Ishouldlike'をANAPHORAとして反復し,その勢いの漸増した頂点

での間投詞の配置はまことに効果的であり,前掲の讃美歌の口調さえ思い起さ

せる。6)はRosamundとGeorgeのただ一度の愛の交歓を描いた場面から

引いたものであるが,次につづく語句との結合力の強い代名詞`his'の後で文

を杜絶しての`0ゐ'の使用は,深い印象を与えて余韻をようえいさせる技巧的

な用法である。類例として,yeSをともなう`0ゐγβ∫'も同工の効果をもたら

すといってよい。

7)Isee,OhyesIseethatmydifhdence,mydesirenottooffend

lookslikeenoughtocoldness,lookslikeenoughtoindiflerence,…

ル75,31
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登場人物と作者を安易に同一視することには難点が残るとはいえ,Drabbleの

小説はいずれも自伝的色彩が濃厚であり,4)につづくClaraの述懐は作者の

言語観を代弁すると解してもさして不都合はないてあろう。

3

5)と7)の例は間投詞の用法を示すために挙げたものであるが,5)におけ

る`Ishouldlike',7)の`lookslikeenoughto'などの反復の語法が認め

られることから予測されるように,Drabbleにあっては反復の頻度はきわめて

高く,またその用法も多岐にわたっている。以下,その反復語法の諸相を記述

・分析することにしたい。

第1の基本的なタイプは同一語句ないしは構造を連続して反復する形式で,

修辞法の術語ではEpIZEUXISとよばれる用法に相当する。

8)Iwould弟eVerneVeraSkanyoneelseaboutFrancis・SBC,79

9)Ireallythinkhe'squiteshocking,andquite,quiteindefensible,…

JG,19

10)Iacknowledgedthatitwastoolate,muChmuchtoDlate・

ル括,172

11)Irefused,CrOSSly‥butwhatIfeltwasworsethancrosslleSS,

itwaslotal,tOtalseparation.GY,91

12)itwashardlystrongenoughtocounteractmyhoPeless,hoPeless

needforabsentJames.仲7,161

13)Idofeelperpetuallythedouble-edgedguiltand「gloryofhaving

somuch,SOmuChabundance:SBC,167

14)`Iwantnow,'Isaid,`Zwanlnow,Zwanlnow,Zwantnow・'

Gy,161
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この反復は繰り返される語を強める機能を有するとされる。しかし,Drabble

においては,`0ゐ0γγ0γ,如γγ0γ,ゐ0γγ0γ!'(挽Cわβ紘2・3・69)とか`Ply,gOOd

Fleance,Py,メy,jty!'(Macbeth,3.3・17)などに見られるように,一語の

繰り返しによって激しいドラマティックな感情を表わす用法は認められない。

反復される語も形容詞か副詞にほとんど限られており,こうした語の繰り返し

は,むしろ話者の瞑想的な心の動きを伝達するかのように感じられる。ただし,

例文14)は主人公Emmaが,「ギャリックの年」に俳優の主人とともにHere-

fordを訪れて,プロデューサーのWyndhamと知り合い,自己の真情を流露

する場面のことばであり,明らかに強意を伝える用法である。

なお,反復を見せる言語形式に接頭辞および接尾辞を含めるならば,1)に関

して示唆した-抄に加えて抄か,祝弗dβγ-,-(β)d,一弗βSSなどの反復も注目されて

よい。

15)Hereyesarewhatmakeherimクressively,Classicallybeautiful:

5月C,118

16)andsometimessheandCleliawouldtrytorecallittogether,

∫αdγ,クわα∫α解≠γ,常OSαなおαJγ,…JG,10

17)andshesankherteethintohisshoulderandthenturnedher

headintothepillowandbititandchokedonitandweptandwept

andメnally,faintly,gentlyshiveredintosilence.町150

18)Perhapstherearesomeforwhomnoonecares,deserted,aban-

doned,unloved,unWanted,Whoseexistenceisaneedlessburdentothe

earththeylieupon・MS,125

19)Imademyselfunbelievablyunpleasantaboutthepurchaseof

it.Gy,30

20)ThelectureslaidonattheSorbonnewereofanabysmalsim-

plicity,andgivenbylecturerswhogrosslythoughundeYStandably
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underestimatedtheiraudience: JG,63

祝12-・`一寸柁dgγ-などの接頭辞をもつ語を三つ連続させることは統語論上,不可能

に近いために二語を連続させるのが普通であるが,一gγ副詞を三つつづける例

はDrabbleでは珍しくない。(概して,Drabbleでは同一形式を三度繰り返す

ことが定形化しているといってもよかろう。)上例の外にも`(do)…gently,

Carefully,nerVOuSly'(WF,136),`(Smiled)…tenderly,admissively,SeCurely'

(JG,151),`deprecatingly,taCtfully,disarmingly(paid)'(JG,112)など

があり,この用法は,たとえば,

21)Andlawyersandpeopletakeeducationterriblyseriously,...

JVg,117

22)ShewasobviouslyexactlythesortofpersonIshouldtryto

imitatefortheoccasion.SBG,116

における副詞二語間の修飾関係とは異なり,各々の副詞がそれぞれに独立して

動詞を修飾することは明らかであって,行為の相ないしは度合いを際立せたり,

あるいは行為に対する作者のコメントを挿入する契機となる,Drabbleに特徴

的な表現形式と考えられる。

一般に正用法の立場からは,この一gγ副詞の反復は避けるべき語法と説くの

が普通である。Fowlerのルわdβγ弗五骨gわざ仏塔βには,「見苦しい反復語法の

中で最も一般化した形態は一秒副詞の反復である。……好音調への最たる侵犯

を行うこの用法に対し,聞く耳をもたぬ人が多いのはまことに遺憾なことであ
13)

る」とあり,またJespersenがTheZ%ilosoタhyqfGrammarにおいて,`the

Doctorarrivedextremelyquichlyandexaminedthepatientuncommonly

Carefully;Sherecoveredveryspeedily・'ぉよぴ`HeworkedクOSilively

SurPγisinglyraPidly・'などの「息の長い副詞(subjunct)結合を避ける」方策を
14)

示していることなどを考えあわせておけばよかろう。
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好音調については,音に敏感なDra・bbleはその事実を十二分に承知した上

で,あるいはそれを逆手にとって/lI/の反復を意図したと解することもできる。

実際,Drabbleの作品にはことばの,とくに音の遊びが随所にちりばめられて,

時にはユーモラスな効果をもたらすこともあるが,さらに一般的にいって,反

復を避けて何らかの変奏で代置するという措辞を彼女は好まぬように思われる。
すき

たとえ「優雅さ」を欠くことがあるにしても,「鋤」を「鋤」とよぷことを恐れ

ず,あるいは強引と思われる程度まで,同一の語句を繰り返して用いる傾向が

Drabbleにはある。そこに作者のもつ強靭で雄健な精神が具現化されていると

いえば,過言にすぎるであろうか。一例を引こう。

23)S.imilarly,WhentheyexchangedthenamesoftheirschooIs,She

foundherselfimmenselyrelievedwhenhedeclaredthathewasat

mywhester,forshehadheardofWinchesiey,Sheknewsomethingabout

Winchesler,Shedidnothavetofeignanon-eXistentknowledgeof

mnchestel′・Indeed,Shewasratherproudofthemagni丘centlogic

WithwhichshecounteredhisWinchesleγadmission・JG,76

ここで,上例における`柘写紬頭賂扉の㍉の用法を考えてみればよい。いわゆる優

雅な変奏(elegantvariation)におもむくことのない同一名詞,`Winchestey'の

繰り返しは,その美しい響きを,その美しい町の姿を読者に印象づける効果を
15)

もつ。Fowlerの用語を借りるならば,Drabbleは`elegant-Variationist'と

は対極に立つ作家であることが十分に予想されるであろう。そしてこの反復と

変奏の対比は,比喩的表現のレヴェルについても認められよう。現に変奏は比

喩的な表現形態のひとつでもあることを忘れてはならないが,一般的な債向と

して,Drabbleは比喩的な言語表現に訴える機会がごく稀であるように思われ

る。事実,直喩について見ても,
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24)Jamesisbeautiful,liheatree,lihea且ower,liheanangel.

移/耳127

のごとく常識的で卑近な直喩が通則であり,次例に見られるような独特の個性

を匂わせる表現はごく限られている。

25)Therewasasolemnityaboutherimperceptibleprogressthat

impressedmedeeply=Shestoodthere,Patientlywa・iting,likeawarning,

likeaportent,lihea五gurefromanotherworld・MS,71

LudwigWittgensteinは人間の認識の仕方を区分し,対象を対象としてそ

のまま直接的に把握する(`see')認識と,対象をその局面における相としてと
16)

らえる(`seeas')メタフォリックな認識法があるという。そして後者は認識と

いうよりも想像力を働かせてイメージを見ることだと彼は主張しているが,こ

の分類にしたがうならば,Drabbleはメイージとか広義のメタファにに依存す

るより,対象を直観的に把握する(`see')認識および表現法をもつ作家という

ことになろうか。

23)24)の例は,第2のタイプの反復を示すと考えてよい。すなわち第1のタ

イプが同一語をつづけて反復するのに対して,この型は語句ないしは構造が間

に他の語句をはさんで繰り返すものを指し,広義のEpANODOSないしはGeorge

PuttenhamのいうPLOCEに相当する。このタイプはDrabbleにあっては頻

度が非常に高く,以下に例示するように,語のレヴェルではほとんどの品詞に

わたっている。

26)Eventhestubbyro多好hnessofhimwasnotmereγOughness:it

WaSrOughnessthatamountedinitselftogloss・GY,21

27)Jameschangedmebeyondrecognition・Ibowtocircumstance,

Iachnowledgeit,Iacknowledgethethingsthatbroughthimtome・
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Fbolishlodenythem,foolishtodenytheaccidental,foolishtodenythe

personal・lrF,228

28)Iwasn'ttoohumbletorealizethattothesethreepeoplefrom

LondonIhadthepurevirtueofbeingtherealthing,theyealstudent

Withayealpileofbooksandarealgownandarealessaytowrite・

5月C,58

29)Theladyinwhiteembarkeduponalongexplanationabout

uPseuingchildren,uPsettingmothers,uクSettimgotherchildren,uクSetlimg

Othermothers,justicetoal1,disturbingthenurses'routine,…MS,129

30)Everyoneiseitherridiculouslyrich,Orridiculouslypoor,Or

yidiculouslymediocre,Orγidiculouslyclassy.SBC,9

31)Iwalkedhome,alone.oncemorealonC.Iamalwayswalking

homeαわ現β,…Gy,110

32)asthehourapproached,Shesatinherownhouse,Paralysed,

unabletomove,unabletoriskarrivingunexpecteduponthatdoorstep,

unabletoring,unabletooffendbynon-arrival:WF,138

33)Ihungonhiseverywordandgesture:eVeryCOmPlimenten-

Chantedme,eVeryglanceunclothedme,andyetIcouldnotdeceive

myselfthatitwashim,...GY,112

34)Andhownice,howniceallthisopengrassylandwouldbefor

thechildren=WhatpICnics,Whatsunbathig,Whalwalksbytheriverwe

COuldhave.GY,38

35)Somepeopleareafraidqfinsects,dwater,qfgreenleaves.qf

theveryair.WF,160

36)Lucy,Iknew,uSedtotakeherthreechildrenalloverthe

Place,dragglngthemintotown,intoshops,intorestaurants,Ontrains
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totheseaside,loBa.tterseafunfair,.‥WF,160

37)Lucycancookhares,andgutmackerel・Ithinktomyselfthat

SuChthingsascookingareanevasion,theyareawronguseoftime,

timesopure,SOPreCious,SOreSerVed:foywhat?foynothingness,for

SOlitude,forboredom,forsilence.WF,129

38)Wetooeasilytakewhatthepoetswriteas丘guresofspeech,

asprettylmageS,aSStringsofbonsmots・MS,127

39)IwasreallyoがWOrk,andconsistentlyoが,tOO,nOtjustfancying

IwasoがuntilImademyselfopenthebooks・MS,124

40)Daphneisslackanddull,muSClesinherlegsinsteadofinher

belly,nOCurVeS,nOShine,nOShape,...SBC,168

41)Istoodandlistenedandsmelledthedustandvarnishandsaw-

dustandsizeandallthefakesmellsofthetheatre.GY,86

すべての品詞について個別的な検討を行う必要はないと思われるので,名詞と

動詞についてその反復の用法を概括し,以下,特定の品詞に限ることなく反復

の機能面について略述してみよう。

まず名詞について。一般論としていえば,反復が強意の効果をもつことは断

るまでもない。名詞が反復されて強い印象を与える例として,CharlesDickens

のBleahHouse冒頭の第2パラグラフ,`Fogeverywhere・Foguptheriver,

‥.fogdowntheriver.Jにおける'fog'という語の繰り返しがよく知られて

いる。同じパラグラフの中でゾ0g'という語が実に13回も使用され,まるで

カメラ・アイが霧にさまざまな角度から迫るように,作品の劇的な雰囲気が醸
17)

成されるのであるが,Drabbleの作品ではこのような名詞の反復例はほとんど

認められない。すなわち,客観的な描写としてある事象の名称を反復させるの

ではなく,主として抽象名詞により意識の世界,その移りゆくさまを描き出そ

うとするものが多い。そして下に掲げる43)44)の例が示すように,同格の位
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直に同一語を置いて繰り返すことにより,記述を敷街しふくらみをもたせる用

法が認められるのもDrabbleの,また一般に心理小説における反復技法の特

徴であろう。

42)WhenIgothomeIcouldnotgettosleep:theenoymilyofmy

hopeseemedtomethemeasureoftheenormilyofmyfailureand

disappointment,…GY,90

43)andshebreathedperpetuallyanaiyofterror,aCOldaiYOf

Chance,anaiyinwhichshemightforthewholeofherlifehavemissed

it,…ノG,25

44)Amongstthesordidlaymyj壱aYOfbeingleftalonewiththe

Childrenandthenanny;myfeaYOfpublicdefeat;myfeaYOfloneliness;

myfeaYOfthecompensationsforlonelinessh..GY,20

次に動詞の反復を検討する。ここでは視点を変えて,反復動詞の支配する構

造にも着目したい。

45)IacceクIedhispresence,Iacceptedhiscoming,laccePtedhim.

tyF,48

46)Idiefromloss,OrIdiefromguilt,andeitherwayIdie.

JG,59

47)Inthesuddensatisfactionofrecognition,Claranearlycriedout,

intothemidstoftheconversation,Ireadyourbook,lγeadthatbook

Ofyours,IγβdC祝∫≠0刑α裾dCβγβ用0常γ:JG,98-9

48)Isawhergrowpale,Isauthehourslengthen,Isawherbite

hernails,Isawherpanic,Isawherweep・Forhererror,forhercrime・

Isawherhairturngrey,‥.WF,59

49)Sheloohedaufait,Sheloohedintouch,Sheloohedknowledgeable;
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Shedidnotlookasthoughshewouldrelinquishanythingveryeasily・

JG,119

50)Asshesatthere,Wailimgforhim,Waili72gfoYthetelephoneto

ring,Waitingforthesoundofhiscar,Shethoughtthatithadperhaps

beenforthisthatshehademptiedherexistence,‥.WF,132

51)IdidnotmindthathehnewthatIknewthathehnew・

ル75,54-5

反復を避けるための方策をこらすことなく,畳み込まれる動詞の意識的な繰り

返しは,その動作・行為を前景化して読者の注意を喚起する。とくに48)の執

拗なまでの反復は印象的であるが,一人称の主語をもつ場合には話者の強い感

情が内省的に表現されているかのように.時には自己に対する説得的な意味合

いをもつかのようにさえ感じられる。51)は反復をことさら意識したもので,

ある種のユーモラスな効果が生まれることになろう。

すでに6頁で序論的にふれておいたように,反復の語法では繰り返される語に

劣らず,その語が支配する語句の選択も重要な意味をもつ。45)では`砧呵柚が

が`hispresence',`hiscoming',`him'を同様に支配し,47)では`Yead'

が`yourbook',`thatbookofyours',`CustomandCeremony'を支配,

50)では`him',`thetelephonetoring',`thesoundofhiscar'が'wailiyq

′0γ'の目的語となり,その三つの語句が同一の「より深い意味」の異なる相を

実現すると考えてよい。したがって,この語法はその深い意味を直接に表現す

るものではなく,その概念を感情をこめて,時にはためらいがちに分析的に言

語化すると説明することができる。

すなわち,反復される語をWとしてその語に支配される構造をa,b,C…

で表わすとすれば,
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の関係となり,a,b,C…はWの牽引によって特定の文脈中では同一の意味

の場に属し,ほぼa≒b≒C.‥の等式が成り立つと分析できよう。ちなみに,

`strain'の意味の場は,次の三つの例文,

52)Iwasqh,aidQFstrain,dYaidqftransport,draidqfunfamiliar

Places・lγF,159

53)Clarawasimpressedbythewaytheyallmanagedtotalkin-

telligently,yetWithoutstrain,Wiihoutintensity,Wiihoulaflection,…

JG,136

54)Andifallwerenotlost,What里些些What些whatretraced
miles,Whalrecriminations,WhatintolerableforeglVeneSSeSWerenOttObe

undergone?JG,58

について見れば,それぞれ`qルαid〆',`Wi′ゐ0祝′',`ぴゐα′'をWの枠組みとし

て,

52′)

54′)

strain

transport

unfamiliarplaces

strain

53′)

e鐙ort

retracedmiles

recriminations

intolerableforeglVeneSSeS

strain

intensity

affection
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であることが判明する。こうした意味の場は,個別の作品の特定の文脈におい

て形成されるものではあるけれども,より大なる文脈について統合的に検討す

るならば,特定の作品ないし作家におけるキー・ワードのもつ概念の場の検証

に役立つことになろう。IVateイallにおける`guilt'とは,結末近くでJane

が過去を振り返って述べるように,`bejnghuman'であり,また`myowll

actions'に外ならぬことは,次例が明示するところである。

55)Zdon'tlikeguilt・Zdon'llihebeinghuman・Zdon't

actions.

!-′・くtと＼-‥トさIl

lγF,226

Wを枠組みとするa,b,C…は上述のごとく同一の深い意味の異なる相と

考えてもよいし,あるいは56)～59)の引用例が示す通り,抽象的概念(a)を

具体語(b,C日.)で説明すると考えてもよかろう。

56)Ididinasensemurderhim,andImul'deredhiminthetrue

lyrlCalsense,byrejection,bythebreakingofvows,bythelendingand

Withdrawalofmybeauty.WF,87

57)Ibecameobsessedbythatcalendar,byitsrelationtotime,by

thewaythatredmarkdescended,eatingupthe hours,thelongdays・

丁γF,156

58)Lookingback,itseemsamazingthatIshouldforsolittlereason

havefeltsomuch=SuChlifelessness,SuChlonghours,SuChafearof

Wakingup,SuChboredom.・GY,91

59)Itpainedme,ithumiliatedme,tOSeemyOWnfLeshandblood

SOdissemble,SOingratiateitself,SOalterwitheverywordthatwas

SPOken,eVeryhintthatwasdropped・WF,55

56)に関して,`rejection'はより具体的には,Lthebreakingofvows'で
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あり,また`thelendingandwithdrawalofmybeauty'に等しく,58)に

おける`1ifelessnesslは`longhours',`afearofwakingup'と具象化さ

れることになる。これは一種のパラフレイズ関係といってもよく,57)59)は

「抽象のはしご」を下りるにつれて,

57′)(a)thatcalendar

(b)itsrelationtotime

(C)thewaythatredmarkdescended,eatingupthehours,

thelongdays

59,)(a)dissemble

(b)ingratiateitself

(C)alterwitheverywordthatwasspoken,eVeryhintthat

WaSdropped

のように語数が増加することもパラフレイズの観点から注目されてよい。a,

b,C.‥の配列は抽象から具体への方向が顕著とはいえ,次の引用が例証する

ように,その道の場合とか抽象語が並列される場合などのヴァリェーションが

認められる。

60)Theseeminglyendlessterrain,traVerSed,tOOkononcemorea

lookoflimitation:aSthoughitwereseensuddenlyfromabove,from

theair,fromtheaspectofeternity・町206
61)Thethoughtthathemightnotdislikethewayshetalkedhad

neverbeforecrossedhermind,butitcrosseditthen,thoughmerely

todisappearintheotherhinterland,Ontheotheysideofconsciousness,

theotheγdarkness.W,23

62)Suchpointlessinjuries,SuChcherishedsufferings,SuGhirrelevant

formations・Suchpointedneglectofmorehappypalrings,mOreSigni丘cant
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略126

ただ,次例のごとくa,b,C‥.の語群が相互の依存関係をもたず,ただ列挙

したにとどまる場合は,視点の移動を表わすにすぎぬこともある。

63)Inthelongpausesintheirconversationshestaredoutofthe

Windowattheterracedhouses,aithedrabshops,altheornatebridge

OftheArchwayitself,aVertinghereyesfromhistoolovelypro丘le・

JG,116

しかし,a,b,C…の語群がいずれも具体的に表現される時の特徴的な様

式は,特殊化の作用であろう。これはa,b,C…と移るにつれて表現をより明

確にし,意味の適用範囲を限定する形式である。次に掲げる例の後半部,`紬'

につづく箇所は特殊化の過程を皇示する。

64)shehadmerelycrushedanddeformedanddissembledwhatgifts

Shehadoncehad,indeferencetOWhat?Toawayoflifeperhaps,

toatown,10aSuburbinatownintheNorthofEngland.JG,8

すなわち,`awayoflife',`atown',.aSuburbinatownintheNorthof

England'の順に表現がより限定されて,焦点が徐々に絞られることになる。

最初の要素,`awayoflife'に`ク∂γゐ坤ざ'という語が付されているが,これ

は特殊化の用法を考える上に示唆を与えるもののように思われる。便宜的に次

例,

65)Clarawastakenaback・Rudenesswassomehownotwhatshe

hadexpected.FlippancyPeYhaPs,COOlnessmoreクOSSibly,disinterest

almosIcertainly,butnotrudeness・JG,22

の用語を援用するならば,64)の三つの要素は`awayoflifeクβγ加か',`a
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townmoyepossibly',lasuburbinatownintheNorthofEnglandalmost

Cβγαカ年'と表現することもできよう。

このように同種の語句を重ねて次第に表現内容を強調し,漸層的効果をねら

う技法をCLIMAXとよぶことがある。比喩的にいえば,原級から最上級へと

表現の度合いないしは密度を高めることでもある。反復の用法は程度の差こそ

あれ,ある意味ではCLIMAXの効果を有するといってよいが,具体的な言語表

現としては,最後の要素(たとえばC)に最上級を用いる形式は,この漸層的な

表現価値を意図したもので,そこに感情の高まりゆく過程をくみとることがで

きる。次例参照。

66)I…WenttObedfeelingsichwithmyselfandsichwiththewhole

ideaofmarrlageandsichestofallwithLouise,…SBC,21

なお特殊化のひとつのタイプとして,代名詞(a)をそれが担う特性または様

相に分析して列挙(b,C…)する方法も有効な技巧であり,次の2例は`her

(Self)',`him'をaとする形式を示している。

67)Shehadbeentrulymovedbyherself,byherownwateryimage,

byhergrotesquelyelongatedlegs,hertaperingwaist,andaboveallby

theundersidesofherbreastS,neVerbeforeseen・JG,49

68)Shewasprouddhim,Icouldseethat一夕roudQfhisabsurdities,

histhingaboutcars,hispointlessness,hislackofutility,...WF,127

68)では代名詞`his'の反復が見られるが,代名詞の所有格が繰り返して用い

られるのもDra・bbleの特徴的な語法といってよい。これはどのような効果を

生むのであろうか。実例を追加しておこう。

69)IthadalreadydeprivedmeofsomanythingswhichIhad
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Childishlyovervalued:myindependenceJmyincome,mytWenty-tWO

inchwaist,…GY,10

70)Iheldhardontothearmsofmychairtopreventmyselffrom

throwingmyselfonmykneesinfrontofhim,tObeseechfromhimhis

afEection,histolerance,hispity,…MS,170

71)Theworldhadcontractedtothesmallsizeofherfaceandher

Clenching,WaVinghands・ThepolgnanCyWaSintolerable‥herinnocence,

hergaiety,hersize.MS,127

72)sheknewthattheotherwomanwasafraid,thatshesensedin

hersomethingfearful-heγperCePtion,heysensibility・herintellect・・・・

lγF,139

こうした代名詞の繰り返しは,漸層的な強意を意図したというよりも,断定を

避けてためらいがちに意識がうつろいゆく様子を写すもののように思われる。

感情を直接法に訴えて言い放つ形式ではなく,それをいわばアンダー・トーン

として控え目に表わすと考えてよかろう。枠組みとなる代名詞につづく名詞を

重ねて連想の場を拡大しつつ,対象となる人への想いをはせるこの様式は,豊

かな感情的価値を担ってこまやかな女性の意識を巧みに描出する可能性を有し,

とくに肋ねタカJJ以降の意識の世界への沈潜を見せる作品に多用されている。

GeofEreyLeechはALinguisticG/uidetoEnglishPoetyyの中で,「反復は

伝達内容を詳述するよりも強調することによって,素朴な感情を力強く表わす。

さらに反復は強い感情が抑制されていることを合意する場合もあろう。それは,

いわば感情が閉じ込められてそこには出口がなく,そびえ立つ言語の壁を繰り
18)

返したたく以外にはすべがない,といった状況のようなものだ」と述べている。

はたして反復の用法に一般化できるかどうか疑問が残るとはいえ,これは優れ

た解釈であり,少くとも上に検討した代名詞の繰り返しについては,強い感情の

抑制が言語化されたとするLeechの説明が十分妥当するのではないだろうか。
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代名詞と同じ範疇に入ると想像され,また女性独特の感情表出の形式として

£0,の射油の反復があることを付け加えておこう。

73)AndafterawhileheturnedtomeandwhatIsawinhisface

WaSSObeautiful,SOamaZing,SOunhopedfor,thatIfeltmybreathstop

andthebloodleavemyhead.WF,221

74)Shecouldnotunderstandwhyhehadtobesoexcessivelypleas-

ant,SOamuSing,SOinterestedandconcerned,SOmuChaclaimantof

allthevirtues;...JG,135

75)Butshehadneverbeforemetsuchqualitiessomildlyand

tactfullyanddecorativelycombined,SOSettledandestablished,SO

kindlydisplayed・JG,88

76)ForsolongnowIhadnotseenhimthatIwasbereftofall

POWer,SOgreatWaSmyamaZement,SOmanymythoughts,SOtrOubled

myheart.朋5,162

76)は皿形JJ∫fo解βの中でも最も印象ぶかい場面の描写の一部である。主人公の

Rosamundはふとしたきっかけで知り合ったGeorgeの子を宿し,私生児と

して育てる決心をするが,Georgeはその事実を知らず,2人はその後逢う機

会に恵まれることなく歳月が流れる。そしてクリスマスの前日,Rosamundは

生まれたOctaviaの風邪薬を求めるべく近くの薬屋に出かけ,そこでまった

く偶然にもGeorgeと再会する場面である。引用部につづく箇所は,

Isatthere,dumb,andlookedathim,andmymouthsmiled,forI

WaSterri丘edthathewouldgooncemoreandleaveme,thathewas

Onhiswayelsewhere,thathewouldnotwishtostop・Iwanledtodetain

前列唯ニJwα光軸dosαγ,∫ねγWi純刑β,あ祝が刑γ研0祝砲祉αSSOdγγJco緑掃

骨0「坤㈲血
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と描かれている。すべての力を失い,口は乾ききって何もいうことができない

状況。こうした文脈における`50'の反復用法は,73)の引用例と同じく,強い

感情の抑制または強い感情によるまひ状態に置かれた主人公の心理的な緊張の

描写として,高い表現価値をもつと想定される。

Leechの「ある意味では,同じことを繰り返すというのは,『一気に』表現

したいと思っていることを表現できない言語の不完全さに思いをいたすことで
19)

もある」という評言は,76)の用例に対しても貴重な示唆を与えてくれる。そ

してこうした反復の用法に,Drabbleの心理描写の特質が見られるといっても

過言ではないであろう。

一般に彼女の文章は「書く」というよりは「語る」という方が適切であるか

もしれない。作者が客観的に登場人物を書き分けるというよりも,しばしば描

出話法の形式をとりつつ,作者が主人公の心理の内面に入って物語を語ってゆ

く。したがって,そこでは事件の展開自体が重要な価値をもつものではなく,

むしろ感情ないしは意識の流れ,ゆれ動く人物の心理描写に力点が置かれるこ

とになる。晰地所沼においては語り手としての一人称と三人称の交錯が新し

く試みられているが,Drabbleにあっては反復の技法は「語り」の,とくに女

性の主人公が情感を十二分にこめて語る時の定式(formula)という印象さえ与

えるように感じられる。

これまでの引用例からすでに明らかなように,反復の機能のひとつに概念な

いしは連想が継起する様相の表出を挙げることができよう。これは下に例示す

る通り,同一語が文や節の終りとその次の文や節にまたがって用いられる形式

をとる場合もある。すなわち修辞法でいうANADIPLOSISに相当し,繰り返さ

れる語が同格語の位置にあって節と節,文と文を結びつける接続詞的な椀能を

果す形式である。この構造は概念を補足もしくは敷術して,意識の移り行く姿

を写すのに効果的である。
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77)heissoverytallandthinandAmerican,andeveryboneand

angleofhimisfullofabsurdsensitivily,SenSitivitycarriedtoapainful,

ridiculousdegree.GY,100

78)AndIamsureIdetectedanoteofwistfulnessandnostaなiain

hervoiceatthatmoment,anOSlalgiathatshecoveredupthemoment

afterwith,・Really,Sarah,doyoualwaysleaveyourunderclothesstrewn

abouttheroom?'SBC,57

79)thistimesheopenedthedoortohimwiththecalmofweeksof

CuStOm:aCalmwhichwasnotwhollyassumedinpanicfortheoccasion・

l餌F,31

80)hedecidedthatthebellwasbrokenandliftedhishandonce

moretothek解OCheY-anattraCtivehnocherJaneWOne,aSmilingand

Serenebrasswoman'sfacewithgrapesinherhair,aStandardpattern

butonethathehadalwaysliked.NE,11-2

形態的には反復される語をく定冠詞+名詞〉からく不定冠詞+名詞〉に置き換

えることにより,改めて節とか文を起して連想の輪を広げつつ,叙述にふくら

みを与える可能性をもつことが注目される。

この用法は反復にある種ゐ変奏をつけることになるが,さらに変奏の度合い

を高めて同根の語を繰り返す技巧に言及しておこう。これはPoLYPTOTONま

たはTRADUCTl0と称されて,エリザベス朝期にとくに愛好された技法である

ことはよく知られている。Drabbleにおいては,この用法もきわめて多く認め

られ,彼女が文の修辞に意を用いている片鱗をうかがわせるものである。例を

二,三掲げて,その他a-,d-,r-,S-で始まる語で反復法として用いられてい

る対語を列挙しておこう。

11)Irefused,CYOSSly:butwhatIfeltwasworsethancrossness,it
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WaStOtal,tOtalseparation.GY,91

81)Itmadethegoingeasy,Oddlyenough.Perhapscγude解βSShas

itspoints,atleastwiththecrude.SBC,126

82)Mysisterinタarliculaγhadbeenタarticularlypronetocomments

Ofthisnature.MS,67

83)shehadalwaysfanciedtheideaofinvoluuarylove,andhad

hithertofoundherfeelingsalltoovoluntayy・JG,148

abortivea.bortion

acceptabilityunacceptable

acceptingacceptable

acquaintanceacquainted

apprehendapprehension

approachunapproachable

approvalsdisapprovals

ascendingdescending

dampdampness

decisionsindecisive

decoratedi11-decorated

deducededuction

defenddefence

delight(n)delighted

deserved(霊票鵠)
dolefuldolefully

rage(n)raglng

几グ5

ハ

し

C

惜
ル
ル
肝
G
y
ル
酵
竺
竺
二
二
二
二
肺
肝
膵



rational

TeaSOnable

recognize

reconcile

resent

retreat(n)

Sadly

SCruPles

SCruPulous

Shaken

Silent

sublime

Substance

succeed

Superior

SuSPeCt
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irrational

unreasonable

recognition

irreconciliable

resentment

retreat(V)

購
〃
酵
即

C

G
月

T
.
J
C
J

SaddenedJG

SCruPulousMS

unscrupulousMS

ShakingGY

SilencedSBC

SublimatedlγF

substantiationⅣF

に慧品。1)購
SuPerioritySBC

SuSPICiousMS

このタイプの語の変奏は品詞の転換,接頭辞と接尾辞の変化によるものである

が,意味を重層的に高めて意識の流れをたどり,頭韻を響き合わせることによ

って,口調を整える役割を果すものである。あるいは,頭韻がイメージを結び

合わせて意味の連想を強化すると考えてもよい。したがって,反復的に用いら

れる二語は必ずしも同語源のものとは限らず,意味もしくは音声上の連想・類

推にもとづく用法も認められる。たとえば,

84)ThosewhogotherewillknowwhereitisthatImean:though

I,nOtthere,Writingcalmlyinyecollectioncannolonger,merCifully,
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lrF,158

は主として意味上の類推によるものであるが,注目すべきは次に例示する音声

の類推ないしは連想が生み出す用法である。

85)she…thoughtofwhatsheshoulddonext,withoutthisview,

Withoutthesolaceofayearlygrant,Withouttheiyreクyoachable(OrnOW,

throughcustom,irreクroachable)excuseofstudy・HerFinalswereaP-

クyoaching,andshehad云oideaofwhatsheshoulddonext,...JG,81

96)Lookingathercrying,SOpitiablyandunapproachablythere,I

SaWforherwhatIcouldneverseeformyself-thatthisimPulseto

Seizeononemomentasthewhole,OneaSPeCtaSthetotalview,One

attitudeasarevelation,istheimPulsethatconfoundSbothherand

me,thatconfoundsandimタelsus・SBC,206

87)Herface,thoughnotnoticeablybeautiful,hadahard,丘ne

Outline,andashapeverymuchitsown;Wedge-Shaped,Onemighthave

Calledit,thoughitwouldhavebeenhardtosaywhichpartcomposed

awe`なe・AndherhairfellinasolidheavypleCe,Straightedged,...

JG,18-9

88)Clarawasastonished;Shecouldcomparetheroomtonothing

inherexperience,nOthingatall,unlessitwereperhapstothosestudi-

OuSly,tediouslyvisitedancienthomes...JG,97

`血ク祝ねβ'と`i刑クβJs',`ぴβ`な〆と`β奄β'などの対語は,前出の語の音声が

喚起したもので,連想による語の共起的な連結力を知るためにも興味をそそら

れる現象である。ただし,書きことばにおける音声の意識は当然のことながら,

文字を媒体としなければならず,音声は常に綴り字と密接な関連をもつ。85)
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～88)の例では音声の連想に加えて,綴り字上の共通性にも着目しておきたい。

なお,綴り字に関してDrabbleの作品では視覚韻(eye-rhyme)を思わせる視

覚による連合関係が認められる。

89)Ihavenevermadeupmymindwhethershewastoodrunkto

knowwhatshehaddoneorhadtoobadapalate;・OrWhethershe

knewquitewellbutwasn'tgolngtOadmithereyyoy・Onlywaitersery・

几rS,48

90)Janenearlyaskedwhetherthatwouldbeallright,butshe

didn'tbecauseastherewasnoalternativeitseemedpoi常tlesstoinquire,

evenforthesakeofpoliteness・肝F,16

89)の一βγγ0γ'と`βγγ'は前出のPoI.YPTOTONの範疇に入れることができよ

う。しかしながら,当該パラグラフの結びの語としての位置を占め,行間の空

間を支配する`βγγ'は,`βγγ0γ'の残像を保持する視覚的な機能を感じさせる

に十分である。一方,90)の`タ0五誠βSぶ'と`oJ如弗βSS'は意味的ないし語源

的共通性を欠くもので,`タOJ如常eSS'なる語の選択は`ク0拗ねSS'との綴り字

上の類似性にもとづく連想の所産ではないだろうか。

しかし重要なことは,こうした用法を類別することではなかった。Drabble

の小説において,さまざまな契機をはらむ連想の網目が,語の反復的な用法に

より表出されていること-その事実を指摘するのが当面の目的に外ならない。

・連想による語の連合関係を定式化したのは,FerdinanddeSaussureである。

すなわち,語は1)語幹,2)接尾辞,3)意味,4)音声の共通性によってそれ
20)

ぞれ連想の系列を形成するとSaussureは説明する。Saussureには綴り字(視

覚)にもとづく連想は,おそらく「偶生的」でかつ「観念の照合」を根拠とし
21)

ないという理由で挙げられていないと思われる。しかしながら,これまで検討

してきたように,Drabbleにおいては,この四つの型に綴り字によるものを加
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えた五つのタイプに類型化ざれる連想の系列が,いずれも反復という形式を借

りて言語化されている事実は注目に値する。Drabbleは反復のさまざまな技法

を,意識の世界を構築する連想の結び目として巧みに操っているのである。

ここで反復語法がもっ他の側面に目を向けてみたい。ことばの遊びという側

面である。語の音声,形態および意味による連想にもとづくPoLYPTOTOⅣ型

の反復は感情の世界,意識の網目を描出するものであるが,同時にユーモラス

な効果をもたらす場合のあることも否定できない。その効果は上掲の85)～90)

によりすでに推察されるであろう。

Drabbleの第一作5祝刑刑βγβ盲γかC噌βに関する「タイムズ文芸付録」の書
22)

評には「みごとなユーモア」という語が用いられていた。この作品ではユーモ

ラスな人物が登場するというものではない。むしろ処女作にふさわしく若い知

的な女性の生き方を正面切って扱った作品である。しかし,たとえば次に例示

する`Camus'とMiltonの`Comus',ロンドンのデパート名である`(John)

ム用心'S'と登場人物`上0祝ゐβ'の並置はさり気ない,しかし巧みなユーモアの

一端を示すものである。

91)atschooIweusedtogetoutofbedatmidnightandgodown

tositinthemoonlitclassroomamongsttheemptydesks,Wherewe

WOuldtalkaboutJohnDonne,CanluSandComus.SBC,65

92)Icouldn'tpicturehimsleepinghappilyinaroomwithadress-

illg-tablethatlookedlikeacouTlterOutOfJohnLewis'S.Icouldn,t

infactpicturehimsleeplnglnarOOmwithLouiseatall,…SBC,121

91)における2人の人名につづく書名の並置は,主として視覚による連想の産

物であろうし,92)では二つの文がPARISONにも似た平行構造を見せて,前半

の`Icouldn'tpicturehimsleeping日.With...JohnLewis'S'は後半の文章,
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`Icouldn'tpicturehimsleeping...withLouise'の伏線として磯能している

のは面白い。このように固有名詞を用いた語呂合わせ的なことばの遊びとして

は,腰Jねわ伽においても固有名詞`肋γ′'と過去分詞`ゐ祝γ′'を結びつけた

箇所,

93)hethoughtthatIhadbeenhurtbywhattheyhadsaidabout

lJoe]Huyl,aSIwellmighthavebeen,thoughinfactwasnot・

朋5,14

が見られるが,作者の「みごとなユーモア」を示すものとして,次の例を逸す

ることはできない。

94)Thesurgeryopenedat丘vethirty,andImadeapointofgoing

alongtherequitepromptly:Iarrivedatabouttwenty-eightminutes

tosix,thinkingthatIwasinplentyoftime,andwouldhavetowait

hardlyatall・ButwhenIopenedthatshabbyVarnisheddoor,Ifound

awaiting-rOOmOVerflowingwithwaitingPatienls,Patientlywaiting・

ル搭,36

ここは初めて訪れた産院の描写。-「首に毛皮のついているェメラルド・グ

リーンのオーバーを着たはがらかな若い女性,レザー・ジャケットに身を包ん

だ青年,犬を散歩させる中年の婦人,クリストファー・ロビンのような子供を

つれた陽気な母親,雨傘をたずさえた紳士……,こういう人々は一体どこへ行

ってしまったのだろうか。」これはRosamundにとって現実への開眼となる

新たな体験でもあるが,その医院で辛抱づよく待っている待合室の患者たち。

-語源的には同根であるとはいえ,現在ではその意識のごく稀薄な`クα如鶴≠'

と`か面彿頻㍉を対置させるこの用法はきわめて印象的であり,そのイメージ

は同じ小説の
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95)Itoccurredtomeonedayintheclinic,WhenIwas丘vemonths

gone・andfeelingratherwell,aSOnedoesatthatstage・Iwassitting

クatientlywaiting,havingarrivedunavoidablylate,…MS,69

という記述,さらには同じ医院に通う患者,2人の子供をつれたその女性を見

て感動におそわれる場面の描写,

25)Therewasasolemnityaboutherimperceptibleprogressthat

impressedmedeeply:Shestoodthere,Patientlywailing,likeawarning,

1ikeaportent,likea丘gurefromanotherworld・MS,71

にまでその残照を写し合う効果的な語法である。医院のドアを押し開けて初め

て目のあたりにした「耐えている仲間」の観察にも,余裕とユーモアを忘れぬ

作者の冷静な目が感じとられるように思われる。細部をゆるがせにしないリア

ルな描写と常に余裕をたたえる自由な精神,これはまたイギリス小説のもつ良

質の伝統であるにちがいない。

秀作Jβγ〟∫αJβ刑においても,

96)Clelia'svisit,however,WaSallthatshehadhopedfor.She

arrivedmostpromptly,Satdownonthebed,andproceededtotell

Clarathestoryofherlife・ItwasanimPressivenarrative,andimPressively

naYrated;ClarafoundhercravingforthebizarreandtheinvoIved

richlysatisfied・JG,83

97)Thestreetswerefullofpeopletalking,Walkingandstanding

andtalking,andthedoorsofthebarswereopen,andthepavements

WeyelikeshoPsandtheshoPsliheクavements・JG,65

のごとき表現が認められる。94)97)の例はANTIMETABOLEないしはCHIASMUS



伝統の新しき擁護 33

の一種ともいうべき高度に技巧的な用法であり,いずれもことばに対するあそ

びの精神,あるいは装飾としてのことばの機能に対する強い意識をその根底に

見ることができよう。

これらの用法をすべて反復という範疇に収めることに,あるいは問題が残る

かもしれない。しかし連想にもとづく語の反復法は,口調を整えて平衝をとる

とともに,語の音声・綴り字など意味以外の形式自体を志向するという働き
23)

～RomanJakobsonのいう「詩的枚能」Pをもつことになる。より根本

的には反復の技法自体,語の「詩的機能」への強い意識に板ざすものに外なら

ない。晰醜可詔の一節で,

`IshouldthinkthatpoetryrequlreSanativegift,'hesaid.

`Justasyourskillsrequireacertainelegance,'shesaid.

LDexteriiy,'hesaid・`Alltheyrequlreisdexlerity・'

`You'rel顔-handed,though:shesaid.

`Ah,Well:hesaid,`it'sa・PerVerSetalent,then,mine.

As鶴ゐねγgi比・'

Shegazedathim:heamazedher,SOmetimes,bysuchinappropriate

UβγαカはおおS,オぴあcあぶ加加dαひαγ5短残錘′磁γ∫βげわク0∫ぶβSSα

朋0骨0タOJγ,…WF,148

とJaneが述べているのと同様,Drabble自身が「表現の巧みさ」を十二分に

発揮する優れた才能に恵まれていることは,容易に了解されるであろう。

4

「文章のほとんどどれをとっても明晰で優雅である。どの箇所にも知性がき
24)

らめいている」と評されるDrabbleの文体の特徴として,本稿では反復の語

法をとりあげて考察を加えてきた。あるいは強意を与え,あるいは思考の流れ
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を拡張・敷節して意識の連想をも反映させるこの語法は,物語の語り手が一人

称であれ,三人称であれ,秘められた強い感情を表出し,時にはたくまねユー

モアを交える技巧として実に効果的である。そしてまた文構造の平衡と対照感

覚を示す反復語法は,Drabbleにあっては定式化した「語り」の一様式といっ

てよい。

ただ,反復自体は決して新しい技巧ではなく,古くからの伝統的な修辞学の

技法を復活したものである。前章で例示したように,DrabbleにはEpIZEUXIS,

PLOCE,さらにCLIMAX,ANADIPLOSIS,PoLYPTOTON,PARISONなど修辞の基本

的な用法が数多く認められている。彼女の文章は,たとえばWilliamGolding

に見られるような,イメージや象徴や隠喩を駆使するきらびやかな意匠とも,
25)

あるいはかつてのHenryGreenとか,最近ではJohn13ergerなどが試みて

いるヌーヴォー・ロマン的な文体の新しい実験とも無縁である。すでにCharles

Dickens,D.H.Lawrenceなどが効果的に用いた伝統的な反復の技法を活用

し,心理小説の展開に資するべく,多角的にその表現資源を開発したところに

Drabbleのいわば新しさ,創意があるといえようか。

伝統的な用語法,平衡感覚と対句法の妙を見せるDrabbleの文章は,欽定

訳聖書(AuthorizedVersion)の文体を思わせる。寺沢芳雄氏は「反復という技

巧はもちろんヘブライ語に独一ではなく,英語本来の修辞法でもあるが,聖書

においては,語・句・節・文それぞれの繰返しによって,ある文体的効果を与

えようとする試みが極めて顕著に認められ,これがAVにも大部分受け継がれ
26)

て,聖書的文体の一大特色となっている」と述べておられる。とくに「詩篇」

(Psalms)においは反復形式と併行法(para・llelism)が多く,同一の語が三度繰り

返される例も珍しくない。そういえば,Drabbleもこの三部形式を好んで用い
27)

るようである。本稿ではDrabbleより合計100の例を引用してあるが,その

中で何らかの言語構造が三部形式をとっている用例数が50にのはるのは,示差

的な文体の特質と考えてよかろう。



伝統の新しき擁護 35

いずれにせよ,讃美歌の一節に「憧れの熱い吐息」を感じとった♪γ耳∫αJβ例

のClaraになぞらえて,たとえば,

Judgenot,thatyebenotjudged・Forwithwhatjudgmentyejudge,

yeshallbejudged:andwithwhatmeasuyeyemete,itshallbe

研βα∫祝γβdtoyouagaln.肋がゐ紺,7∴ト2

のごとく高度に技巧的な聖書の語法がDrabbleに影響を与えた,と考えるこ

ともあながち無理な想定ではないであろう。

♪γ附α短竹第2章の冒頭で,Claraが小学校の時代によく礼拝で聞いた話を

回想する場面がある。

98)Asachild,Shewasalwaysdeeplyaffectedbythestoryofthe

SOWerWhosowedhisseeds,andsomefellbythewayside,andsome

OnStOnygrOundandsomefellamongthethorns,andsomefellupon

goodgroundandborefruit.JG,26

この話はもちろん聖書の教えにもとづくものではあるが,`so刑β'の繰り返

しについて見るならば,それは聖書本来の反復語法を伝えるというよりも,

Drabbleの読者は,

99)VictoriaStation,Whentheyarriveduponit,didnotpresenta

Particularlyexclusiveaspect・ItwascrowdedandswarmingwithschooI

Parties,hundredsofschooIsallgatheredtogether,SOmeinuniform,

SOmenOtinuniform,SOmeaCCOmPanied,SOmeunaCCOmPanied・JG,61

100)Andhelookedupatme,andIhadthesensethatIsooften

hadwithhim,thathewasonthevergeofsomeconfession,SOmeCOn一

点dence,SOmeaPPrOaChthatoncemadecouldneverbedenied・

ルrS,170
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における反復と同じく,ごく自然な語法と受けとめるにちがいない。彼女の作

品にmβ期JJSね鶴β,♪γ祝SαJβ刑純βGoJdβ鶴,mβⅣββdJβ'∫耳γβなど聖書もしく

は讃美歌に題材を求めた作品が認められるのも,Drabbleと聖書との距離を象

徴的に示すものである。

英国では昨年「両性平等法」が発布され,女性の権利拡張が静かに進行しつ

つある。こうした現代の習俗を背景として,主人公が因襲から自己を解放し自

己を発展・認識する過程を描くDrabbleの小説は,時代の新しい波とその風俗

を反映するとはいうものの,そこに描き出されているのは,JaneAustenとか

GeorgeEliotの風俗小説の女性の姿と基本的には変らぬといってよいであろう。

Drabble自ら語っているところによれば,5ル糾明の′β五γd-C喝βのプロットは

Middlemaychに負うところが多く,ferusalcmにはArn01dBen∫lettの1mda
28)

上β汀肌サ「およびMaupassantのびわβのβと類似の場面があるという。実際,

彼女の小説は伝統的な題材を力強い伝統的な文体で「語る」ものであり,Drab-

bleがその伝統を新しい装いの下に受け継いで,今後とも独自の言語世界を構

築することが十分に予測されるのである。

(注)

1

1)BernardBergonzi.TheSitualionqftheNovel(Penguin,1972).p・78より引用。

2)以下の例文中で用いる略称と使用したPenguin版の発行年は次の通り。ノ1且の椚傲野上的雇-

Cαgβ(5月C,1974);mβGαγγicゐYeαγ(Gy,1972);mβ誰JJ∫わ骨β(〃5,1969);♪γ鋸∫αJの明・伽

Go相川(JG,1969);7‰り侮血小沼(Ⅳ苫1974);丁場β鈍βdJβ'S耳γβ(Ⅳ互.1973)

3)AynoldBenneu:ABiogYaPhy(FuturaPublications,1975[Weidenfeld&NicoIson,

1974])

4)7.heGeniusqfmomasHaYみ(Weidenfeld&NicoIson.1976)

5)mβ誰JJSね即,p.18,

6)小野寺健「現代英国の焦り」『小説の未来』(朝日出版社,1973)所収,P.46,

7)小池滋他『現代小説の可能性』(学生社,1975),P.2旬.

8)ノゼγ祝∫αJβの培地eGo相川,P.196・
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9)KevinCrossley-Holland(ed・),mnley'S7blesI4(Macmillall.1968),PP.149-68.

10)DavidLodge上α骨g〝8gβ可者誠0碑石SS呼ぶ椎C勅涼刑α扇l袖屈ノ短軸諒q「伽

EngliShNovel(Routledge&KeganPaul,1966),P.82.

11)∫βγのαJg糟伽Go接βガ.p.32.

3

12)修辞法の用語については,主としてGeo鐙reyN・Leech,ALinguisliGGuidefoEnglish

Poetry(Longmans,1969)により,適宜SisterMiriamJoseph,ShahesPeaye'sUseqfthe

AytsqfLanguage(Hafner,1947);RichardA.Lanham,AHandlistqfRhe10Yica17byms:

AGuidefoYSiudenlsQfEnglishLileYaluYe(UniversityofCaliforniaPress.1969)など

を参照した。

13)H.W.Fowler,ADicliomYyqfModeYnEnglishUsage(0XfordUniversityPress,1965

lrevisededition]),P.346.

14)OttoJespersen,771ePhilosoク妙dGYammay(Allen&Unwin,1924),PP.136-7.

15)Fowler,蕗idりP・346・

16)MaTCuSB.Hester,T九β肋脚解g可Poβ`ic加わαタ0γ(Mouton,1967),P.16.

17)反復はDickensにおいても重要な技法のひとつであり,たとえば,LittleDoYYitにおける

その用法はきわめて特徴的である。

18)Leech.ibidりP・79.

19)Leech,蕗摘りP・79・

20)小林英夫訳『「般言語学講義』(岩波書店,1972〔改版〕),PP・175-6・

21)上掲書,p.175の著(編)老自注を参照。

22)本稿,p.4参照。

23)RomanJakobsoIl,lLinguisticsandPoetics,'ThomasA・Sebeok(ed.),So/leinLanguage

(M.I.T・Press,1960),P・356.

4

24)本稿,P・4参照。

25)たとえば.1972年に発表した小説(りGを考えてみればよい。

26)寺沢芳雄他『英語の聖書』(富山房,1969),P.168.

27)本稿,P.10参照。

28)Bergonzi,ibid,.PP.28-9.


